
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

・基礎的な学習事項を身に付け、目標に向かってあきらめず努力を継続できる児童を育てる。 

 
【年度末からの引継ぎの状況】  
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新
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け
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【第Ⅰ期：４月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
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を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：９月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。） 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 

②学習過程の確立 

③指導方法の改善 
④家庭との連携 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実  
取
組
の
重
点 

① 

②授業改善に向けた取り組み 

③ 

②授業改善に向けた取組 ②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携 ③家庭との連携 

具
体
的
取
組
内
容 

⓵発表の話し方・聞き方 

②本時の振り返り 

③学習内容や思考の足跡がわかりや

すいノート指導の工夫 

④質の高い家庭学習 

具
体
的
取
組
内
容 

①基本的な話し方・聞き方を身に付けるため、教育活動全体を

通じて、発表の場を設定する。【研修部】 

②－１既習事項の定着を図るために、指導過程に振り返りの時

間を位置付ける。【教務部】 

②－２、思考の流れやまとめのあるノート指導を全校統一で行

い、振り返りを位置付けた授業にノートを活用する。【教務部】 

③家庭学習の充実のために「家庭学習の手引き」を改訂し、保

護者に協力を求める。【教務部】 

②－１ノートを既習事項の振り返りに活用す

る具体を示し、職員間で共通理解を図り、授業

改善にむけた取組を行う。【教務部・研修部】 

③－１「家庭学習の手引き」の活用の周知を再

度行う。【教務部】 

③－２家庭学習コンクールの実施児童と保護

者の家庭学習への意識を高める。【教務部】 

③－３学校だよりや学級通信、学級懇談会を

利用して、家庭学習の重要性を伝え、家庭との

連携を図る。【各学級担任】 

具
体
的
取
組
内
容 

②－１ノートを既習事項の振り

返りに活用する具体を示し、職

員間で共通理解を図り、授業改

善にむけた取組を行う。【教務

部・研修部】 

②－２チャレンジテストの結果

を分析し、授業改善に生かすた

め、「授業改善のために５つのポ

イント」を配付、掲示し、周知す

る。【教務部】 

目
標
指
標 

①学校評価「自分の意見や考えをわかりやすく伝えることがで

きているか」の項目で児童評価を3.0以上にする。（新設項目） 

②－１学校評価「振り返りのある授業を行っているか」の項目

で、教員評価を昨年度以上にする。（昨年度3.2） 

②－２学校評価「ノートを既習事項の振り返りに活用している

か」の項目で、教員評価を3.0以上にする。（今年度新設項目） 

③学校評価「学校は、子供たちが自ら家庭学習に取り組めるよ

うに工夫していますか」の項目において、保護者評価を昨年度

以上にする。（昨年度3.2） 

②学校評価「ノートを既習事項の振り返りに

活用しているか」の項目で、教員評価を3.４以

上にする。（今回3.4） 

③学校評価「学校は、子供たちが自ら家庭学習

に取り組めるように工夫していますか」の項

目において、保護者評価を3.2以上にする。（今

回3.0） 

目
標
指
標 

⓵「相手を見て話しをしっかり聞くこと

ができているか」の項目で、児童評価が、

3.4に上昇した（目標達成）。 

②「本時の振り返りのある授業を行って

いるか」の項目で、教職員評価が、3.2に

上昇した。（目標達成） 

③「自分の考えや感想をノートに書くこ

とができているか」の項目で、児童評価

が3.5であった（目標達成）。 

④学校評価「自分で決めた家庭学習を行

っているか」の項目において、児童評価

が3.2となった。（目標達成） 

 

目
標
指
標 

②学校評価「ノートを既習事項

の振り返りに活用しているか」

の項目で、教員評価を3.４以上

にする。（今回3.3） 

 

成
果
と
課
題 

○①学校評価「自分の意見や考えをわかりやすく伝えることが

できているか」の項目で児童評価が3.2であった。（目標達成） 

○②－１学校評価「振り返りのある授業を行っているか」の項

目で、教員評価が3.6に上昇した。（目標達成） 

○②－２学校評価「ノートを既習事項の振り返りに活用してい

るか」の項目で、教員評価が3.4で目標は達成したが、具体の

方法が職員間で共有されていないため、継続の課題としたい。 

●③学校評価「学校は、子供たちが自ら家庭学習に取り組める

ように工夫していますか」の項目において、保護者評価が3.0

に下がった。（目標未達成） 

○③学校評価「学校は、子供たちが自ら家庭学

習に取り組めるように工夫していますか」の

項目で、「家庭学習の手引き」の周知や家庭学

習コンクールの取組を行い、保護者評価が3.2

に上昇した。（目標達成） 
●②学校評価「ノートを既習事項の振り返り

に活用しているか」の項目で、ノートを既習事

項の振り返りに活用する具体を示せず、教員

評価が3.3に下がった。（目標未達成） 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・全学年の答案を回収し、本校の児童の

傾向について分析し、指導に生かせるよ

う学力向上担当が分析する。 

・分析した結果に基づき、放課後学習サ

ポート等で活用する。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・チャレンジテストを実施し、全学年の答案を回収、分
析、学力向上担当から、授業改善のポイントを示す。 
・分析した結果に基づき、日常授業等で活用する。 

・チャレンジテストを実施し、全学年の
答案を回収、分析、学力向上担当から、
授業改善のポイントを示す。 
・チャレンジテスト前に、過去の問題を
使って学習内容の定着を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・ 
・ 
・ 

学 校 名 ○○市 立 ○○小 学校 

役職・担当者名 教諭 ・ ●● ●● 

具体的取組内容が明確になって
おり、取組内容を焦点化しなが
ら取組を推進している。 



 


